
平成３０年度女性消防団員活性化研修会アンケート結果 

平成３０年８月２６日（日）実施 

・研修会 参加者数７８名 

・アンケート回答数７８名 

１ 富山県小矢部市消防団嶋田分団長の講演について 

 【・非常に満足３２名・満足３８名・普通８名・不満０名・非常に不満０名・未回答０名】 

感想 ・自分も１０年以上前に県代表でポンプ操法大会へ出場したので、当時

のことを思い出し、感動しました。すばらしかった。 

・色々な活動に取り組まれていて、すばらしい。 

・女性消防団員の方々がとてもいきいき活動されているのを見て、すご 

く良い刺激になりました。 

・取り組みたいと思うことを実現するのは難しいですが、実現されてい 

るのですごいです。 

・家庭を持つ女性への配慮がありつつ、活発に活動されている様子に感 

心した。地域密着、連携など大事なワードをたくさんもらい、改めて 

考えるきっかけとなった。 

・団員確保の取り組みとして、家族への活動報告書を送付する取り組み 

はとても良いアイデアだと思う。 

・「協力員」を地域に広げていけたらと思います。 

・直接市に発言できる人がいるとすごいと感じました。 

・操法大会の DVDを見て、自分達の参加した練習のつらさを思い出 

し、共感した。操法大会でメンバーが一つになれたというところも共 

感できた。 

・女性連絡協議会というものがあるのが良いと思った。 

・身体障害を持った方や海外の方の為の防災など、実際に災害が起きた 

時の事を想定して、日頃から訓練をされているので、自分達ももっと 

役立つ為に何かしていきたいと思う。 

・非常袋の点検、非常食の試食など、今後の講習会等の参考になった。 

・DVD、とても良かった。 

・非常食の確認、実際に試食してみる等取り入れて、やってみたい。 

・嶋田さんの思いがとても伝わりました。楽しく進められたら（そうな 

る為には厳しい訓練が必要となるのでしょうが）と思います。 

・操法の取り組みに感動しました。 

・地域の課題として高齢者の避難を思っていたが、障害者への対応は思 

いつかなかった。今後は自分の地域にどんな状態の人がいるのか考 

えていかないといけないと思った。 

・様々な活動を実施されていて参考になりました。 

・協同作業により団員のつながりが強くなると感じた。 

・自分達で何ができるか、もっともっと考えていかないといけないと思 



った。 

・炊き出しなどのレシピがあるのがとても良いと思った。 

・写真がたくさんあって見やすく分かりやすかったです。 

・ポンプ操法大会に行ってみたいと思った。 

・手作りバケツに興味がある。 

・「人を助けるために」自分が出来る事。防災士になったときのことを 

思い出し、初心にかえることができた。 

・マニュアルを作り、データ化して、次へ繋げていきたい。 

・嶋田分団長の実際の体験や活動など分かりやすく話していただき、良 

い経験になりました。分団の定例会で報告したいです。 

・活動について、やらされているという考え方から自分からやっている 

という考え方にしていきたい。 

・今やっている活動を次にスキルアップできるようにしていきたい。 

・少ない団員だからできないのではなく、少ないから出来る事を考えた 

いです。 

要望 ・課題→改善（工夫）→解決のプロセスや考え方を教えて欲しい。 

 

２ 姫路市女性消防団員による活動事例発表について 

 【・非常に満足３８名・満足３３名・普通４名・不満０名・非常に不満０名・未回答３名】 

感想 ・私達の団も、同じような企画を準備しているので、参考になりました。 

・分かりやすい歌詞、ゆるキャラ登場で子供も楽しめる。 

・非常に良い勉強になり、自分の団にも取り込みたいと思いました。 

・歌の内容もわかりやすく、言葉で伝えるよりも印象にのこりやすいと 

感じました。 

・心にしみる言葉と表現でした。 

・発足４年目で、地域のイベントの参加をしていて、うらやましい。 

・とても楽しく聞かせていただきました。市民の皆さんにも伝わりやす 

いと思います。 

・ダンス、歌により肝心なことを覚えてもらうことは非常に大切で有効 

であると感じた。 

・緊張されていたと思いますが、歌とダンスで分かりやすく伝えている 

なと思いました。チラシを配って啓発も効果がありますが、今回見せ 

てもらった事もとても効果があると思います。 

・広報活動で、すごく親しみやすく、楽しく、心肺蘇生が覚えられて良 

かったです。 

・歌詞がわかりやすく、曲も穏やかなので、高齢の方にも受け入れても 

らいやすいと思う。 

・自分達も音楽に合わせて AEDをやっているが、動きを考え直し中な

ので、取り入れたい。 

 



３ グループディスカッションについて 

【・非常に満足４０名・満足２７名・普通８名・不満０名・非常に不満０名・未回答３名】 

感想 ・活発な意見交換ができて、参考になることもたくさんあった 

・様々な意見や考えを聞くことができ、ためになりました。 

・同じ想い、同じ目的を持った人たちの集まりなので共感できるところ 

が多く、新たな取り組みの参考になった。 

・播磨町消防団がされている劇や新聞作りがすばらしいと思いました。 

・時間が足りなさすぎる（形だけのディスカッションは意味がない）。 

・ディスカッション時間が短い。 

・自分達の行動を認めて頂けたこと、嬉しく思います。 

・住民とのパイプ役が女性の役割であると思う。 

・テーマが難しかった。一つのテーマ（困っていること、自分達の活動 

を知って貰うこと）で話し合うことが良い事なので、良い話を聞かせ 

ていただいた。 

・どの市の方も思いは同じで、もどかしい気持ちも同じで、もっと交流 

し、楽しい時間を共有して、今後に繋げたい。 

・大変楽しく貴重な機会だった。 

・基本的にグループディスカッションは苦手ですが、得られる情報は多 

いですし、参考になります。 

・同じ苦労を共有できた。今後の活動を進めるための具体的な方策の提 

案があったので参考にしたい。 

・グループでも色々な意見が出て、他の分団でも悩み事や活動内容が聞 

けて良かったです。発表でもたくさんの意見で参考になりました。 

・各団の取り組み、実情を共感することができてとても良かった。 

・他市の取り組みや意見交換ができる時間は貴重だと思う。 

・発表者や書記など、今回のように予め決めておいたほうが時間短縮に 

なり、良いと思った。 

・女性消防団員に何ができるのかや情報連携の大切さが分かった。 

・発表に気を取られて、意見や情報交換があまりできなかったが、発表 

という目標があると、団結力が増したので、面白かった。また、それ 

なりの現状共有はできたので、持ち帰って自団での取り組みを考え 

ていきたい。有意義に過ごせた。 

要望 ・ディスカッションの発表は精神的にしんどいので、後でまとめて資料 

として配っていただけると幸いです。 

・発表するテーマは選ばせて欲しい。 

・団員確保の話し合いより、活動内容が知りたい。 

・発表のための話し合いになり、発表の仕方に頭がいっぱいになるので 

もう少し時間に余裕が欲しい。 

・もっと気楽なかたちでやりたい。 

 



４ 女性消防団員活性化研修会や活性化大会の内容やあり方についての意見、要望。 

意見 ・グループディスカッションで、色々な団の取り組みや自分の団の取り 

組みを話すことが一番身近で勉強になります。 

・グループ分けで、他市町の方と交流ができて仲良くなれるのは本当に 

楽しい。 

・女性ならではの対応の一つとして、避難所の運営の知識を高めるた 

め、中長期的に HUGの研修を継続させるのも良いと思う。毎回内容 

が違うので、一過性の研修になっているように思う。 

・HUGについて、もっとつきつめた研修ができたらとの意見が出た。 

・兵庫県として、一つの目標を掲げて取り組んでいけるものを作ったら 

良いと思う。例えば HUGは、女性ならではの視点もあり、重要だと 

思うので、県全体で取り組んでいけばこれからの災害にも強くなる 

と考える。 

・お弁当が女性向けて嬉しい。時間も内容もちょうど良い。 

・今回の出会いや交流が持続するような仕組みや情報共有の手段があ 

れば良いと思う。 

要望 ・活動事例発表を見たい。 

・他団との交流の場はなかなか無いので、今後も作っていただきたい。 

・心肺蘇生法も時々してほしい。 

・市と市の横のつながりが女性消防団員の認知力にもつながると思う。 

・包帯、三角巾などは忘れないように繰り返し行うことが大切。 

・食事は班別ではなくても良いと思います。食べる時は気を遣わずゆっ 

くり食べたい。 

・昼食をグループごとに食べることで、午後からの話し合いもスムーズ 

に入っていけた。 

・炊き出しなどしてみたい。 

・室内が暑く集中できなかった。 

・防災訓練での啓発、PR等、他市や他県がどのような事をしているの 

か知りたい。 

・寸劇などが完成するまでの準備、やり方、練習方法などご教示いただ 

きたい。 

・備蓄食のありかた、賞味期限などすぎそうな食品などの活用など皆で 

考えたい。 

・座学、グループディスカッション、実技が上手く分散されているので 

良いと思う。次回は実技もお願いしたい。 

・女性消防団員のあり方を消防署も男性消防団員の方々も理解してい 

ただくことが大切だと思う。広報のみのマスコット的な所があるの 

で他にできることがあればさせていただきたい。 

・女性消防団員自身の防災研修会、クイズ形式で学ぶ場があればと思 

う。 



・意見交換や雑談が出来れば良いと思う。 

・男性と合同の活性化研修会を実施し、お互いの考えや交流すること 

で、女性消防団員が活性化できると考える。 

 


